
１．目標　　
　　道路を歩く際の様々な危険や交通ルールを正しく理解し、安全な歩行ができるようにする。
２．題材について
　　来年度に入学予定の保育園児に「はとの子交通安全ソング※」を教える活動を設定し、入学当時のことを思い出させる。登下校で気をつけること、道路を歩いていて危ないこと等を保育園児の立場から考えることで、道路を歩く際の様々な危険や交通ルールを理解させ、安全な歩行につなげる。

本題材で教材として取り上げる「はとの子交通安全ソング※」は５月に安全学習の１単元として作成し、朝の会や帰りの会で歌ったり、家の人にも歌を教えてあげたりして家庭と連携した取組を続けている。この歌を再度学習教材とすることで、学習への意欲が高まり、主体的な学習活動ができる。
　※はとの子交通安全ソング…鳩が校章に印字されており、本宿小の児童を「はとの子」と呼ぶ。５月の授業で子供たちが考えた安全な歩行のポイントを歌詞にし、音楽専科教員が作曲をした。９月には吉祥寺駅前で開催された武蔵野警察署の交通安全運動のイベントに参加し、歌と振り付けを披露した。
３．つながりを意識した指導の工夫
（1） 家庭とのつながり

学期ごとに安全な歩行についての具体的なめあてを設定し、それに対して、保護者がメッセージを記入するワークシートを作成した。月ごとに自己評価と保護者・担任のコメントを書き加えることで、家庭とつながり、安全な道路の歩行の学習を進めてきた。このワークシートを活用した取組を二・三学期も継続し、安全な歩行や交通安全についての意識を高める。
（2） 保育園、地域とのつながり

来年度入学する保育園児や、家族に歌を教えたり、地域交通イベントへ参加したりする等、学校、家庭、地域とつなげ、それぞれの交通安全の意識を高める。
４．指導計画　　　
	時数
	学習活動

	１
（学級活動）

本時
	保育園児に交通安全の大切さを教えるために、園児の視点に立って安全な歩行について大切なことを考える。

	２

（生活科）
	「はとの子交通安全ソング」を通して保育園児に安全な歩行の仕方について教える。


５．本時の展開（１／２時）
（１）ねらい

　　「はとの子交通安全ソング」から自分が安全な歩行をしているか振り返り、保育園児の視点に立って安全に歩行するために大切なことを考える。
（２）展開
	児童の活動(・予想される児童の反応)
	○指導上の留意点（■評価　◆教材等））

	1. 自分の歩行について「はとの子交通安全ソング」の歌詞をもとに振り返る。
· 白い線の内側を歩いて毎日学校に来ているよ。
· ミラーで自転車や車の確認をするようになったよ。
· 右左もう一度右を見て横断歩道を渡るよ。
· 雨の日は傘で見えなくて自転車にぶつかりそうになった。
 
2. 入学した頃に、道路を歩いた時の経験を思い出す。
（１）当初の気持ちを話し合う。
· 初めて学校から一人で帰るとき、どきどきしたよ。
· 道に迷ったことがあったよ。

· 狭い道路もあったよ。

（２）どんな時にどんなことに気を付けているのか考える。

· 友達と一緒にいるときは、横に並んで歩かないように気を付けているよ。
· 急いでいるときでも、飛び出さないようにしているよ。
· 夕方や雨の日は、特に周りを良く見て気を付けているよ。
3. 保育園児に教える際に、安全な歩行の仕方を教えるために大切なことをグループで話し合う。
· 友達と歩くときも、白い線の内側を歩こうね。なぜかというと、後ろから車がきたらあぶないからね。
· 大きなトラックが停まっていたら、気を付けようね。なぜかというと、前から車がきたり、急にバックしてきたりすることがあるからね。
· 急いでいるときも、「右・左・もう一度右」は、指さしをしようね。指で確認すれば危なくないからね。
4. グループで話し合ったことを発表する
	· 歌詞を声に出して読むことで、安全な歩行で大切なことを思い出させる。また、自分の行動について考えさせる。
· はとの子交通安全ソング歌詞カード
· 入学時を思い出し、一人で道を歩くときの気持ちや今までの経験を思い起こさせる。

· 保育園児の視点に立ち、まず「どのような時」に気を付けたらよいのかを考えさせるようにする。次に、そのときに「どのようなこと」に気を付けたらよいのかを考えさせる。
· はとの子交通安全ソング歌詞カード、ワークシート

· 大切だと思うところや新たに思ったことをグループで考えさせる。安全に歩くために大切なことと、なぜそのように歩くのかを保育園児に伝えるつもりで考えさせる。
· 保育園児の視点に立って安全な歩行の仕方について考えている。
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交通安全の歌を　教えよう


～安全に歩こうね～





１組　22名　　指導者　横山　美穂





ほいくえんのみんなに　あんぜんなあるきかたを　おしえよう











